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12
月
１
日（
火
）、
電
気
自
動
車
の

導
入
式
典
を
行
い
ま
し
た
。 

　
式
典
当
日
は
、
記
念
キ
ー
の
授
与

の
後
、
町
長
と
来
賓
の
方
々
で
電
気

自
動
車
に
乗
り
、
そ
の
環
境
性
能
や

静
粛
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

             

　 ○
今
後
の
活
用
方
法 

　
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
や
事
業

者
の
方
に
電
気
自
動
車
を
導
入
い
た

だ
け
る
よ
う
、
電
気
自
動
車
が
持
つ

環
境
性
能
や
乗
り
心
地
な
ど
を
体
験

い
た
だ
く
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

【
普
及
活
動
の
予
定
】 

○
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
同
乗
会

の
実
施 

○
町
内
施
設
等
に
お
け
る
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
実
施 

○
学
校
等
で
環
境
学
習
で
の
活
用 

○
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

で
の
展
示
啓
発 

※
そ
の
他
に
も
、
積
極
的
に
普
及
啓

発
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。 

    

　
電
気
自
動
車
の
導
入
に
あ
わ
せ

て
、
急
速
充
電
器
を
本
庁
舎
駐
車
場

に
設
置
し
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
急
速
充
電
器
で
約
30
分
充
電

し
た
場
合
、
今
回
導
入
し
た
電
気
自

動
車
を
約
80
％
充
電
す
る
こ
と
が
で

き
、
最
大
で
約
120
㎞
走
行
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

       

　 
  

○
充
電
費
用
を
無
料
に 

　
こ
の
急
速
充
電
器
は
、
電
気
自
動

車
普
及
促
進
の
一
環
と
し
て
導
入
し

ま
し
た
の
で
、
当
面
の
間
、
充
電
費

用
を
無
料
と
し
ま
す
。 

【
急
速
充
電
器
利
用
日
時
】
　 

・
平
日
　 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 

・
土
日
祝
日 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 

 

　
町
で
は
、
「
町
長
と
語
り
合
う
集

い
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
開
催
日 

　
①
２
月
８
日（
月
）午
後
３
時
〜 

　
②
２
月
10
日（
水
）午
後
３
時
〜 

◎
対
象
者 

　
①
町
内
在
住
の
漁
業
従
事
者
の
方 

　
②
町
内
在
住
の
農
業
従
事
者
の
方 

◎
開
催
場
所 

　
役
場
３
階
公
室（
①
、
②
と
も
） 

◎
募
集
人
数 

　
各
回
10
人
ず
つ 

◎
申
込
方
法 

電
話
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
に
よ
り
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
（
先
着
順
） 

◎
申
し
込
み
先
　 

〒
255
―
８
５
５
５
　
大
磯
町
東
小

磯
183
　
大
磯
町
役
場
政
策
課 

　
☎
内
線
２
０
６ 

　
募 

集 

の 

内 

容 

　今後も、いただいたご意見をお知らせしていきます。 
　なお、これまで行ってきた結果は、町情報コーナーのほ 
か、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。 
 

「町長と語り合う集い」でいただいた主な意見 
 

電
気
自
動
車
が
納
車 

急
速
充
電
器
を
設
置 

▲電気自動車導入式のようす 
（左から三好町長、自動車会社、島津湘南地域 
　県政総合センター所長） 

▲急速充電器を設置した本庁舎駐車場 

▲急速充電器で充電する三好町長 

電
気
自
動
車
・
急
速
充
電
器
を 

　
　
　
導
入
し
ま
し
た 

  

電
気
自
動
車
・
急
速
充
電
器
を 

　
　
　
導
入
し
ま
し
た 

  

○町の小中学校は荒れることなく、非常に良い環境で勉学が
出来ており、大変ありがたいです。 

○学校給食にご飯が出るようになって良かったと思います。 

○大磯駅がバリアフリーになったことで、行動範囲を広が
り、大変助かっています。 

○大磯中学校前の松並木が大好きです。また、近くに海や山
があり自然環境が良いと思います。 

○生活安全の民間交番の拠点作りをし、より安全な町にした
らどうか。 

○ごみの減量化策は、家庭の環境で異なります。いろいろな
方法を展示しＰＲ活動を行ってはどうか。 

○資源化策のひとつとして、飲み物のほか、単行本などのデ
ポジット制を検討し実践したらどうか。 

○大磯独自のマイバックを作成したらどうか。 


